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朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
憲
法
は
、
一
九
四
八
年
に
制
定
さ
れ
た
が
、
一
九
七
二
年
十
二
月
二
五
日
、
最
高
人
民
会
議
第
五
期
第
一
回

会
議
に
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
主
義
憲
法
草
案
」
が
提
起
さ
れ
、
十
二
月
二
七
日
、
同
憲
法
草
案
は
原
案
通
り
採
択
さ
れ
全
面

改
正
と
な
っ
た
。
七
二
年
憲
法
と
も
い
う
。
こ
の
七
二
年
憲
法
は
一
九
九
二
年
、
一
九
九
八
年
と
二
回
の
改
正
を
経
て
い
る
。
一
九
九
二
年

の
改
正
で
は
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
国
防
委
員
会
が
新
設
さ
れ
、
一
九
九
八
年
九
月
五
日
、
最
高
人
民
会
議
第
十
期
第
一
回
会
議
で
改

正
さ
れ
た
現
行
憲
法
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
国
家
主
席
制
度
を
廃
止
す
る
一
方
、
序
文
で
、
金
日
成
主
席
は
「
共
和
国
の
永
遠
の
・

主
席
」
と
位
置
づ
け
、
こ
の
憲
法
は
、
そ
の
思
想
と
業
績
を
規
範
化
し
た
「
金
日
成
憲
法
」
と
宣
言
、
　
序
文
と
全
七
章
一
六
六
条
か
ら
な
っ

て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
で
は
、
一
九
九
七
年
、
金
日
成
主
席
が
誕
生
し
た
一
九
一
二
年
を
元
年
に
し
て
「
チ
ュ
チ
ェ
年

号
」
を
制
定
し
て
い
る
。
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朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
主
義
憲
法

　
　
　
採
択
　
一
九
七
二
年
十
二
月
二
七
日

　
　
　
　
　
　
最
高
人
民
会
議
第
五
期
第
一
回
会
議

　
　
　
改
正
　
一
九
九
二
年
四
月
九
日

　
　
　
　
　
　
最
高
人
民
会
議
第
九
期
第
三
回
会
議

　
　
　
　
　
　
一
九
九
八
年
九
月
五
日
‘

　
　
　
　
　
　
最
高
人
民
会
議
第
十
期
第
一
回
会
議

序
　
文

　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
、
偉
大
な
る
指
導
者
金
日
成
同
志
の
思
想
と
指
導
を
具
現
し
た
チ
ュ
チ
ェ
の
社
会
主
義
祖
国
で
あ
る
。

　
偉
大
な
る
指
導
者
金
日
成
同
志
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
創
建
者
で
あ
り
社
会
主
義
朝
鮮
の
始
祖
で
あ
る
。

　
金
日
成
同
志
は
永
生
不
滅
の
チ
ュ
チ
ェ
思
想
を
創
始
し
、
そ
の
旗
じ
る
し
の
下
に
、
抗
日
革
命
闘
争
を
組
織
指
導
さ
れ
栄
光
な
る
革
命
伝

統
を
確
立
し
、
祖
国
光
復
の
歴
史
的
偉
業
を
成
し
遂
げ
、
政
治
、
経
済
、
文
化
、
軍
事
の
分
野
で
自
主
独
立
国
家
建
設
の
堅
固
な
土
台
の
上

に
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
を
創
建
さ
れ
た
。

　
金
日
成
同
志
は
チ
ュ
チ
ェ
的
な
革
命
路
線
を
提
示
し
で
多
く
の
段
階
の
社
会
革
命
と
建
設
事
業
を
賢
明
に
指
導
さ
れ
共
和
国
を
人
民
大
衆
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中
心
の
社
会
主
義
の
国
に
、
自
主
、
自
立
、
自
衛
の
社
会
主
義
国
家
に
強
化
発
展
さ
せ
た
。

　
金
日
成
同
志
は
、
国
家
建
設
と
国
家
活
動
の
根
本
原
則
を
明
ら
か
に
し
、
最
も
優
れ
た
国
家
社
会
制
度
と
政
治
方
式
、
社
会
管
理
体
系
と

管
理
方
法
を
確
立
し
、
社
会
主
義
祖
国
の
富
強
繁
栄
と
チ
ュ
チ
ェ
革
命
の
偉
業
を
継
承
完
成
の
た
め
の
確
固
た
る
土
台
を
整
備
し
た
。

　
金
日
成
同
志
は
「
以
民
為
天
」
を
座
右
の
銘
に
い
つ
も
人
民
と
共
に
お
ら
れ
、
人
民
の
た
め
生
涯
を
捧
げ
、
崇
高
な
人
徳
政
治
で
人
民
を

護
り
、
導
き
、
全
社
会
を
一
心
団
結
し
た
一
つ
の
大
家
庭
に
転
変
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
偉
大
な
る
指
導
者
金
日
成
同
志
は
、
民
族
の
太
陽
で
あ
り
祖
国
統
一
の
救
星
で
あ
る
。
金
日
成
同
志
は
、
国
の
統
一
を
民
族
至
上
の
課
業

に
掲
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
あ
ら
ゆ
る
労
苦
と
心
血
を
注
が
れ
た
。
金
日
成
同
志
は
、
共
和
国
を
祖
国
統
一
の
最
も
強
固
な
墨
塁
に
す
る
一

方
、
祖
国
統
一
の
根
本
原
則
と
方
法
を
提
示
し
、
祖
国
統
一
運
動
を
全
民
族
的
な
運
動
に
発
展
さ
せ
全
民
族
の
団
結
し
た
力
で
祖
国
統
一
の

偉
業
を
成
就
す
る
た
め
の
途
を
開
い
た
。

　
偉
大
な
る
指
導
者
金
日
成
同
志
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
対
外
政
策
の
基
本
理
念
を
明
ら
か
に
し
そ
れ
に
基
づ
い
て
国
の
対
外

関
係
を
拡
大
発
展
さ
せ
、
共
和
国
の
国
際
的
権
威
を
高
め
た
。
金
日
成
同
志
は
世
界
政
治
の
元
老
と
し
て
自
主
の
新
時
代
を
開
き
、
社
会
主

義
運
動
と
ブ
ロ
ッ
ク
不
加
担
運
動
の
強
化
発
展
の
た
め
、
世
界
平
和
と
人
民
間
の
親
善
の
た
め
精
力
的
に
活
動
さ
れ
、
人
類
の
自
主
偉
業
に

不
滅
の
貢
献
を
な
し
た
。

　
金
日
成
同
志
は
、
思
想
理
論
と
指
導
芸
術
の
天
才
で
あ
り
百
戦
百
勝
の
鋼
鉄
の
英
将
で
あ
り
偉
大
な
る
革
命
家
、
政
治
家
で
あ
り
偉
大
な

る
人
間
で
あ
っ
た
。

　
金
日
成
同
志
の
偉
大
な
る
思
想
と
指
導
業
績
は
、
朝
鮮
革
命
の
万
年
の
財
宝
で
あ
り
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
隆
盛
繁
栄
の
た
め
の

基
本
担
保
で
あ
る
．
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朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
朝
鮮
人
民
は
、
朝
鮮
労
働
党
の
指
導
の
下
に
、
偉
大
な
る
指
導
者
金
日
成
同
志
を
共
和
国
の
永
遠
の
主
席

と
し
て
高
く
奉
じ
、
金
日
成
同
志
の
思
想
と
業
績
を
擁
護
固
守
し
継
承
発
展
さ
せ
、
チ
ュ
チ
ェ
革
命
偉
業
を
最
後
ま
で
完
成
し
て
い
く
だ
ろ

う
。　

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
主
義
憲
法
は
、
偉
大
な
る
指
導
者
金
日
成
同
志
の
チ
ュ
チ
ェ
的
な
国
家
建
設
思
想
と
国
家
建
設
業
績
を

規
範
化
し
た
金
日
成
憲
法
で
あ
る
。

第
一
章
　
政
　
治

第第

条条

第
三
条

第
四
条

第
五
条

　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
、
全
朝
鮮
人
民
の
利
益
を
代
表
す
る
自
主
的
な
社
会
主
義
国
家
で
あ
る
。

　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
、
帝
国
主
義
侵
略
者
に
反
対
し
、
祖
国
の
光
復
と
人
民
の
自
由
お
よ
び
幸
福
を
実
現
す
る
た
め
の

栄
え
あ
る
革
命
闘
争
に
お
い
て
成
し
遂
げ
た
輝
か
し
い
伝
統
を
受
け
継
い
だ
革
命
的
な
国
家
で
あ
る
。

　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
、
人
間
中
心
の
世
界
観
で
あ
り
、
人
民
大
衆
の
自
主
性
を
実
現
す
る
た
め
の
革
命
思
想
で
あ
る
チ
ュ

チ
ェ
思
想
を
そ
の
活
動
の
指
導
的
指
針
と
す
る
。

　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
主
権
は
、
労
働
者
、
農
民
、
勤
労
イ
ン
テ
リ
と
す
べ
て
の
勤
労
人
民
に
あ
る
。

　
勤
労
人
民
は
、
そ
の
代
表
機
関
で
あ
る
最
高
人
民
会
議
と
地
方
各
級
人
民
会
議
を
通
じ
て
主
権
を
行
使
す
る
。

　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
お
い
て
す
べ
て
の
国
家
機
関
は
、
民
主
主
義
中
央
集
権
制
原
則
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
運
営
さ
れ
る
。
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第
六
条
　
郡
人
民
会
議
か
ら
最
高
人
民
会
議
に
い
た
る
ま
で
の
各
級
主
権
機
関
は
、
一
般
的
、
平
等
的
、
直
接
的
原
則
に
よ
っ
て
秘
密
投
票

　
　
　
で
選
挙
す
る
．

第
七
条
　
各
級
主
権
機
関
の
代
議
員
は
選
挙
人
と
密
接
な
連
携
を
有
し
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
選
挙
人
に
対
し
て
責
任
を
負
う
。

　
　
　
　
選
挙
人
は
、
自
ら
が
選
挙
し
た
代
議
員
が
信
任
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
い
つ
で
も
召
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
社
会
制
度
は
、
勤
労
人
民
大
衆
が
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
主
人
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
の
す
べ
て
の
も

　
　
　
の
が
勤
労
人
民
大
衆
の
た
め
に
奉
仕
す
る
人
間
中
心
の
社
会
制
度
で
あ
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
搾
取
と
圧
迫
か
ら
解
放
さ
れ
、
国
家
と
社
会
の
主
人
と
な
っ
た
労
働
者
、
農
民
、
勤
労
イ
ン
テ
リ
と
す
べ
て
の
勤
労
人

　
　
　
民
の
利
益
を
擁
護
し
保
護
す
る
。

第
九
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
、
北
半
部
に
お
い
て
、
人
民
政
権
を
強
化
し
、
思
想
、
技
術
、
文
化
の
三
大
革
命
を
力
強
く
繰
り

　
　
　
広
げ
、
社
会
主
義
の
完
全
な
勝
利
を
成
し
遂
げ
、
自
主
、
平
和
統
一
、
民
族
大
団
結
の
原
則
か
ら
祖
国
統
一
を
実
現
す
る
た
め
に
闘

　
　
　
争
す
る
。

第
｝
O
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
、
労
働
者
階
級
が
指
導
す
る
労
農
同
盟
に
基
づ
い
た
全
人
民
の
政
治
思
想
的
統
一
に
依
拠
す
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
思
想
革
命
を
強
化
し
、
社
会
の
す
べ
て
の
構
成
員
を
革
命
化
、
労
働
者
階
級
化
し
、
全
社
会
を
同
志
的
に
結
合
さ
れ
た

　
　
　
一
つ
の
集
団
に
つ
く
り
あ
げ
る
。

第
一
一
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
、
朝
鮮
労
働
党
の
指
導
の
下
に
、
す
べ
て
の
活
動
を
行
う
。

第
一
二
条
　
国
家
は
、
階
級
路
線
を
堅
持
し
、
人
民
民
主
主
義
独
裁
を
強
化
し
、
内
外
の
敵
対
分
子
の
破
壊
策
動
か
ら
人
民
主
権
と
社
会
主

　
　
　
　
義
制
度
を
し
っ
か
り
と
保
衛
す
る
。
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第
一
三
条
　
国
家
は
、
大
衆
路
線
を
具
現
し
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
お
い
て
、
上
部
が
下
部
を
助
け
、
大
衆
の
中
に
入
り
問
題
解
決
の
方
途
を

　
　
　
見
出
し
、
政
治
活
動
、
対
人
活
動
を
先
行
さ
せ
、
大
衆
の
自
覚
的
熱
意
を
呼
び
起
こ
す
チ
ョ
ン
サ
ン
リ
精
神
、
チ
ョ
ン
サ
ン
リ
方
法

　
　
　
を
貫
徹
す
る
。

第
一
四
条
　
国
家
は
、
三
大
革
命
赤
旗
獲
得
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
大
衆
運
動
を
力
強
く
繰
り
広
げ
、
社
会
主
義
建
設
を
最
大
限
に
促
進
す

　
　
　
る
。

第
一
五
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
、
海
外
に
在
住
す
る
朝
鮮
同
胞
の
民
主
主
義
的
民
族
権
利
と
国
際
法
で
公
認
さ
れ
た
合
法
的
権

　
　
　
利
お
よ
び
利
益
を
擁
護
す
る
。

第
一
六
条
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
、
そ
の
領
域
内
に
在
住
す
る
外
国
人
の
合
法
的
権
利
と
利
益
を
保
障
す
る
。

第
一
七
条
　
自
主
、
平
和
、
親
善
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
対
外
政
策
の
基
本
理
念
で
あ
り
、
対
外
活
動
の
原
則
で
あ
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
わ
が
国
と
友
好
的
に
接
す
る
す
べ
て
の
国
と
、
完
全
な
平
等
と
自
主
性
、
相
互
尊
重
と
内
政
不
干
渉
、
互
恵
の
原
則
に

　
　
　
も
と
づ
い
て
国
家
的
ま
た
は
政
治
、
経
済
、
文
化
的
関
係
を
結
ぶ
。

　
　
　
　
国
家
は
、
自
主
性
を
擁
護
す
る
世
界
人
民
と
団
結
し
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
侵
略
と
内
政
干
渉
に
反
対
し
、
国
の
自
主
権
と
民
族
的
、

　
　
　
階
級
的
解
放
を
実
現
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
国
の
人
民
の
闘
争
を
積
極
的
に
支
持
声
援
す
る
。

第
一
八
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
法
は
、
勤
労
人
民
の
意
思
と
利
益
の
反
映
で
あ
り
、
国
家
管
理
の
基
本
的
武
器
で
あ
る
。

　
　
　
　
法
に
対
す
る
尊
重
と
厳
格
な
遵
守
執
行
は
、
す
べ
て
の
機
関
、
企
業
所
、
団
体
と
公
民
に
と
っ
て
義
務
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
社
会
主
義
法
律
制
度
を
完
備
し
、
社
会
主
義
法
務
生
活
を
強
化
す
る
。



第
二
章
　
経
　
済
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第
一
九
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
、
社
会
主
義
的
生
産
関
係
と
自
立
的
民
族
経
済
の
土
台
に
依
拠
す
る
。

第
二
〇
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
で
の
生
産
手
段
は
、
国
家
と
社
会
協
同
団
体
が
所
有
す
る
。

第
一
＝
条
国
家
所
有
は
、
全
人
民
の
所
有
で
あ
る
。

　
　
　
国
家
所
有
権
の
対
象
に
は
、
制
限
が
な
い
。

　
　
　
国
の
す
べ
て
の
自
然
資
源
、
鉄
道
、
航
空
、
運
輸
、
逓
信
機
関
と
重
要
工
場
、
企
業
所
、
港
湾
、
銀
行
は
、
国
家
の
み
が
所
有
す
る
。

　
　
　
国
家
は
、
国
の
経
済
発
展
に
お
い
て
主
導
的
役
割
を
果
た
す
国
家
所
有
を
優
先
的
に
保
護
し
、
成
長
さ
せ
る
。

第
ニ
ニ
条
社
会
協
同
団
体
所
有
は
、
当
該
団
体
に
加
わ
っ
て
い
る
勤
労
者
の
集
団
的
所
有
で
あ
る
。

　
　
　
土
地
、
農
機
械
、
船
、
中
小
工
場
、
企
業
所
の
よ
う
な
も
の
は
、
社
会
協
同
団
体
が
所
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
国
家
は
、
社
会
協
同
団
体
所
有
を
保
護
す
る
。

第
…
二
条
　
国
家
は
、
農
民
の
思
想
意
識
と
技
術
文
化
水
準
を
高
め
、
協
同
的
所
有
に
対
す
る
全
人
民
的
所
有
の
指
導
的
役
割
を
高
め
る
方

　
　
　
向
で
、
二
つ
の
所
有
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
、
協
同
経
営
に
対
す
る
指
導
と
管
理
を
改
善
し
て
、
社
会
主
義
的
協
同
経
営
制
度
を
強

　
　
　
固
に
発
展
さ
せ
、
協
同
団
体
に
加
わ
っ
て
い
る
全
構
成
員
の
自
発
的
意
思
に
従
い
、
協
同
団
体
所
有
を
漸
次
、
全
人
民
的
所
有
へ
転

　
　
　
換
さ
せ
る
。

第
二
四
条
個
人
所
有
は
、
公
民
の
個
人
的
で
、
消
費
的
な
目
的
の
た
め
の
所
有
で
あ
る
。

　
　
　
　
個
人
所
有
は
、
労
働
に
よ
る
社
会
主
義
分
配
と
国
家
と
社
会
の
追
加
的
恵
沢
か
ら
な
る
。
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住
宅
付
属
地
経
営
を
は
じ
め
と
す
る
個
人
の
副
業
経
営
で
つ
く
ら
れ
る
生
産
物
と
そ
の
他
の
合
法
的
な
経
営
活
動
を
通
じ
て
得
た

　
　
　
収
入
も
個
人
所
有
に
属
す
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
個
人
所
有
を
保
護
し
、
そ
れ
に
対
す
る
相
続
権
を
法
的
に
保
障
す
る
。

第
二
五
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
、
人
民
の
物
質
文
化
生
活
を
絶
え
ず
高
め
る
こ
と
を
そ
の
活
動
の
最
高
の
原
則
と
す
る
。

　
　
　
　
税
金
が
な
く
な
っ
た
わ
が
国
で
増
大
す
る
社
会
の
物
質
的
富
は
、
全
面
的
に
勤
労
者
の
福
利
増
進
に
充
て
ら
れ
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
す
べ
て
の
勤
労
者
に
食
べ
、
着
る
、
消
費
し
、
暮
し
の
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
条
件
を
と
と
の
え
る
。

第
二
六
条
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
築
か
れ
た
自
立
的
民
族
経
済
は
、
人
民
の
幸
福
な
社
会
主
義
生
活
と
祖
国
の
隆
盛
繁
栄
の
た
め

　
　
　
の
堅
固
な
基
で
あ
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
社
会
主
義
自
立
的
民
族
経
済
建
設
路
線
を
掌
握
し
て
人
民
経
済
の
主
体
化
、
現
代
化
、
科
学
化
を
促
進
し
、
人
民
経
済

　
　
　
を
高
度
に
発
展
さ
れ
た
主
体
的
な
経
済
に
つ
く
り
あ
げ
、
完
全
な
社
会
主
義
社
会
に
適
合
す
る
物
質
技
術
的
土
台
を
築
く
た
め
に
闘

　
　
　
争
す
る
。

第
二
七
条
技
術
革
命
は
、
社
会
主
義
経
済
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
基
本
環
で
あ
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
つ
ね
に
技
術
発
展
問
題
を
第
一
位
に
置
き
す
べ
て
の
経
済
活
動
を
行
い
、
科
学
技
術
発
展
と
人
民
経
済
の
技
術
改
造
を

　
　
　
促
進
し
、
大
衆
的
技
術
革
新
運
動
を
力
強
く
繰
り
広
げ
、
勤
労
者
を
骨
の
お
れ
る
労
働
か
ら
開
放
し
、
肉
体
労
働
と
精
神
労
働
の
差

　
　
　
異
を
縮
小
す
る
。

第
二
八
条
　
国
家
は
、
都
市
と
農
村
の
差
異
、
労
働
者
階
級
と
農
民
の
階
級
的
差
異
を
な
く
す
た
め
に
農
村
技
術
革
命
を
促
進
し
、
農
業
を

　
　
　
工
業
化
、
現
代
化
し
、
郡
の
役
割
を
高
め
、
農
村
に
対
す
る
指
導
と
援
助
を
強
化
す
る
。
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国
家
は
、
協
同
農
場
の
生
産
施
設
と
農
村
文
化
住
宅
を
国
家
負
担
で
建
設
す
る
。

第
二
九
条
　
社
会
主
義
、
共
産
主
義
は
、
勤
労
大
衆
の
創
造
的
労
働
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
る
。

　
　
　
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
お
い
て
、
労
働
は
、
搾
取
と
圧
迫
か
ら
解
放
さ
れ
た
勤
労
者
の
自
主
的
で
、
創
造
的
な
労
働
で
あ
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
失
業
を
知
ら
な
い
わ
が
勤
労
者
の
労
働
が
よ
り
楽
し
い
も
の
、
社
会
と
集
団
と
自
身
の
た
め
に
自
覚
的
熱
意
と
創
意
性

　
　
　
を
発
揮
し
て
働
き
が
い
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
す
る
。

第
三
〇
条
　
勤
労
者
の
一
日
の
労
働
時
間
は
、
八
時
間
で
あ
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
労
働
の
困
難
の
程
度
と
特
殊
な
条
件
に
し
た
が
っ
て
、
一
日
の
労
働
時
間
を
こ
れ
よ
り
短
く
定
め
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
労
働
を
よ
く
組
織
し
、
労
働
規
律
を
強
化
し
て
、
労
働
時
間
を
完
全
に
利
用
す
る
よ
う
に
す
る
。

第
三
一
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
お
い
て
、
公
民
が
労
働
す
る
年
齢
は
、
一
六
歳
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
労
働
す
る
年
齢
に
達
し
な
い
少
年
の
労
働
を
禁
止
す
る
。

第
三
一
一
条
　
国
家
は
、
社
会
主
義
経
済
に
対
す
る
指
導
と
管
理
に
お
い
て
、
政
治
的
指
導
と
経
済
技
術
的
指
導
、
国
家
の
統
一
的
指
導
と
各

　
　
　
単
位
の
創
意
性
、
唯
一
的
指
揮
と
民
主
主
義
、
政
治
道
徳
的
刺
激
と
物
質
的
刺
激
を
正
し
く
結
合
さ
せ
る
原
則
を
し
っ
か
り
と
堅
持

　
　
　
す
る
。

第
三
三
条
　
国
家
は
、
生
産
者
大
衆
の
集
団
的
力
に
依
拠
し
て
経
済
を
科
学
的
に
、
合
理
的
に
管
理
運
営
す
る
社
会
主
義
経
済
管
理
形
態
で

　
　
　
あ
る
デ
ア
ン
の
事
業
体
系
と
農
業
経
営
を
企
業
的
方
法
で
指
導
す
る
農
業
指
導
体
系
に
よ
っ
て
経
済
を
指
導
管
理
す
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
経
済
管
理
に
お
い
て
、
デ
ア
ン
の
事
業
体
系
の
要
求
に
適
合
す
る
よ
う
に
独
立
採
算
制
を
実
施
し
、
原
価
、
価
格
、
収

　
　
　
益
性
の
よ
う
な
経
済
的
空
間
を
正
し
く
利
用
す
る
よ
う
に
す
る
。
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第
三
四
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
人
民
経
済
は
、
計
画
経
済
で
あ
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
社
会
主
義
経
済
発
展
法
則
に
従
い
、
蓄
積
と
消
費
の
均
衡
を
正
し
く
と
り
、
経
済
建
設
を
促
進
し
、
人
民
の
生
活
を
た

　
　
　
え
ず
向
上
さ
せ
、
国
防
力
を
強
化
で
き
る
よ
う
に
人
民
経
済
発
展
計
画
を
立
て
て
実
行
す
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
計
画
の
一
元
化
、
細
部
化
を
実
現
し
て
生
産
成
長
の
高
い
速
度
と
人
民
経
済
の
均
衡
的
発
展
を
保
障
す
る
。

第
一
二
五
条
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
、
人
民
経
済
発
展
計
画
に
伴
う
国
家
予
算
を
編
成
し
、
執
行
す
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
す
べ
て
の
部
門
で
増
産
と
節
約
闘
争
を
強
化
し
、
財
政
統
制
を
厳
格
に
実
施
し
て
国
家
蓄
積
を
体
系
的
に
増
や
し
、
社

　
　
　
会
主
義
的
所
有
を
拡
大
発
展
さ
せ
る
。

第
一
二
六
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
お
い
て
、
対
外
貿
易
は
国
家
ま
た
は
社
会
協
同
団
体
が
行
う
。

　
　
　
　
国
家
は
、
完
全
な
平
等
と
互
恵
の
原
則
に
基
づ
い
て
対
外
貿
易
を
発
展
さ
せ
る
。

第
一
二
七
条
　
国
家
は
、
わ
が
国
の
機
関
、
企
業
所
、
団
体
と
他
の
国
の
法
人
ま
た
は
個
人
と
の
企
業
合
弁
と
合
作
、
特
殊
経
済
地
域
で
の
各

　
　
　
種
企
業
創
設
運
営
を
奨
励
す
る
。

第
一
二
八
条
　
国
家
は
、
自
立
的
民
族
経
済
を
保
護
す
る
た
め
関
税
政
策
を
実
施
す
る
。

第
三
章
，
文
　
化

第
三
九
条
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
で
開
花
発
展
し
て
い
る
社
会
主
義
的
文
化
は
、
勤
労
者
の
創
造
的
能
力
を
高
め
、
健
全
な
文
化
情
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緒
的
需
要
を
充
足
さ
せ
る
こ
と
に
寄
与
す
る
。

第
四
〇
条
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
、
文
化
革
命
を
徹
底
的
に
遂
行
し
て
す
べ
て
の
人
間
を
自
然
と
社
会
に
対
す
る
深
い
知
識
と
高

　
　
　
い
文
化
技
術
水
準
を
も
っ
た
社
会
主
義
、
共
産
主
義
建
設
者
に
育
て
あ
げ
、
全
社
会
を
イ
ン
テ
リ
化
す
る
。

第
四
｝
条
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
、
社
会
主
義
勤
労
者
の
た
め
に
奉
仕
す
る
真
の
人
民
的
で
、
革
命
的
な
文
化
を
建
設
す
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
社
会
主
義
的
民
族
文
化
建
設
に
お
い
て
、
帝
国
主
義
の
文
化
的
浸
透
と
復
古
主
義
的
傾
向
に
反
対
し
、
民
族
文
化
遺
産

　
　
　
を
保
護
し
、
社
会
主
義
の
現
実
に
適
合
す
る
よ
う
に
継
承
発
展
さ
せ
る
。

第
四
一
一
条
　
国
家
は
、
す
べ
て
の
分
野
で
古
い
社
会
の
生
活
様
式
を
な
く
し
、
新
し
い
社
会
主
義
的
生
活
様
式
を
全
面
的
に
確
立
す
る
。

第
四
一
一
一
条
　
国
家
は
、
社
会
主
義
教
育
学
の
原
理
を
具
現
し
て
次
の
世
代
を
社
会
と
人
民
の
た
め
に
闘
争
す
る
堅
決
な
革
命
家
に
、
知
、
徳
、

　
　
　
体
を
か
ね
そ
な
え
た
共
産
主
義
的
な
新
し
い
人
間
に
育
て
る
。

第
四
四
条
　
国
家
は
、
人
民
教
育
事
業
と
民
族
幹
部
養
成
事
業
を
他
の
す
べ
て
の
事
業
に
先
行
さ
せ
、
普
通
教
育
と
技
術
教
育
、
教
育
と
生

　
　
　
産
労
働
を
密
接
に
結
合
さ
せ
る
。

第
四
五
条
　
国
家
は
、
一
年
間
の
就
学
前
義
務
教
育
を
含
む
全
般
的
十
一
年
制
義
務
教
育
を
現
代
科
学
技
術
発
展
の
趨
勢
と
社
会
主
義
建
設

　
　
　
の
現
実
的
要
求
に
適
合
す
る
よ
う
に
高
い
水
準
で
発
展
さ
せ
る
。

第
四
六
条
　
国
家
は
、
学
業
を
専
門
と
す
る
教
育
体
系
と
働
き
な
が
ら
学
ぶ
各
種
形
態
の
教
育
体
系
を
発
展
さ
せ
、
技
術
教
育
と
社
会
科
学
、

　
　
　
基
礎
科
学
教
育
の
科
学
理
論
水
準
を
高
め
、
有
能
な
技
術
者
、
専
門
家
を
育
成
す
る
。

第
四
七
条
　
国
家
は
、
す
べ
て
の
学
生
を
無
料
で
学
ば
せ
、
大
学
と
専
門
学
校
の
学
生
に
は
奨
学
金
を
与
え
る
。

第
四
八
条
　
国
家
は
、
社
会
教
育
を
強
化
し
、
す
べ
て
の
勤
労
者
が
学
習
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
条
件
を
保
障
す
る
。
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第
四
九
条
　
国
家
は
、
学
齢
前
児
童
を
託
児
所
と
幼
稚
園
で
、
国
家
と
社
会
の
負
担
で
育
て
る
。

第
五
〇
条
　
国
家
は
、
科
学
研
究
事
業
に
お
い
て
主
体
を
確
立
し
、
先
進
科
学
技
術
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
新
し
い
科
学
技
術
分
野
を
開

　
　
　
拓
し
て
国
の
科
学
技
術
を
世
界
的
水
準
に
引
き
上
げ
る
。

第
五
一
条
　
国
家
は
、
科
学
技
術
発
展
計
画
を
正
し
く
立
て
、
徹
底
的
に
遂
行
す
る
規
律
を
確
立
し
、
科
学
者
、
技
術
者
と
生
産
者
の
創
造

　
　
　
的
協
力
を
強
化
す
る
。

第
五
二
条
　
国
家
は
、
民
族
的
形
式
に
社
会
主
義
的
内
容
を
盛
り
こ
ん
だ
主
体
的
で
革
命
的
な
文
学
芸
術
を
発
展
さ
せ
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
創
作
家
、
芸
術
家
が
思
想
芸
術
性
の
高
い
作
品
を
多
く
創
作
し
、
広
汎
な
大
衆
が
文
芸
活
動
に
広
く
参
加
で
き
る
よ
う

　
　
　
に
す
る
。

第
五
三
条
　
国
家
は
、
精
神
的
に
、
肉
体
的
に
絶
え
ず
発
展
し
よ
う
と
す
る
人
間
の
要
求
に
合
う
よ
う
に
現
代
的
な
文
化
施
設
を
十
分
に
整

　
　
　
え
、
す
べ
て
の
勤
労
者
が
社
会
主
義
的
文
化
精
緒
生
活
を
思
う
存
分
に
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

第
五
四
条
　
国
家
は
、
わ
れ
わ
れ
の
言
語
を
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
民
族
語
抹
殺
政
策
か
ら
守
り
、
そ
れ
を
現
代
の
要
求
に
合
う
よ
う
に
発
展
さ

　
　
　
せ
る
。

第
五
五
条
　
国
家
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
大
衆
化
、
生
活
化
し
て
全
人
民
を
労
働
と
国
防
に
堅
固
に
備
え
、
わ
が
国
の
実
情
と
現
代
の
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
技
術
発
展
趨
勢
に
適
合
す
る
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
技
術
を
発
展
さ
せ
る
。

第
五
六
条
　
国
家
は
、
全
般
的
無
償
治
療
制
を
強
化
発
展
さ
せ
、
医
師
担
当
区
域
制
と
予
防
医
学
制
度
を
強
化
し
て
人
間
の
生
命
を
保
護
し
、

　
　
　
勤
労
者
の
健
康
を
増
進
さ
せ
る
。

第
五
七
条
　
国
家
は
、
生
産
に
先
き
立
っ
て
環
境
保
護
対
策
を
立
て
、
自
然
環
境
を
保
存
、
造
成
し
、
環
境
汚
染
を
防
止
し
て
人
民
に
文
化



衛
生
的
な
生
活
環
境
と
労
働
条
件
を
と
と
の
え
て
提
供
す
る
。

第
四
章
　
国
　
防
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第
五
八
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
、
全
人
民
的
、
全
国
家
的
防
衛
体
系
に
依
拠
す
る
。

第
五
九
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
武
装
力
の
使
命
は
、
勤
労
人
民
の
利
益
を
擁
護
し
、
外
来
の
侵
略
か
ら
社
会
主
義
制
度
と
革
命

　
　
　
の
獲
得
物
を
保
衛
し
、
祖
国
の
自
由
と
独
立
お
よ
び
平
和
を
守
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

第
六
〇
条
　
国
家
は
、
軍
隊
と
人
民
を
政
治
思
想
的
に
武
装
さ
せ
、
そ
の
基
礎
の
上
で
、
全
軍
幹
部
化
、
全
軍
現
代
化
、
全
民
武
装
化
、
全

　
　
　
国
要
塞
化
を
基
本
内
容
と
す
る
自
衛
的
軍
事
路
線
を
貫
徹
す
る
。

第
六
一
条
　
国
家
は
、
軍
隊
内
で
軍
事
規
律
と
大
衆
規
律
を
強
化
し
、
将
兵
一
致
、
軍
民
一
致
の
高
尚
な
伝
統
的
美
風
を
高
く
発
揚
す
る
よ

　
　
　
う
に
す
る
。

第
五
章
　
公
民
の
基
本
権
利
と
義
務

第
六
二
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
公
民
と
な
る
条
件
は
、
国
籍
に
関
す
る
法
で
規
定
す
る
。
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公
民
は
、
居
住
地
に
関
係
な
く
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
保
護
を
受
け
る
。

第
六
三
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
お
い
て
公
民
の
権
利
と
義
務
は
、
「
ひ
と
り
は
全
体
の
た
め
に
、
全
体
は
ひ
と
り
の
た
め
に
」

　
　
　
と
い
う
集
団
主
義
原
則
に
基
づ
く
。

第
六
四
条
　
国
家
は
、
す
べ
て
の
公
民
に
真
の
民
主
主
義
的
権
利
と
自
由
、
幸
福
な
物
質
文
化
生
活
を
実
質
的
に
保
障
す
る
。

　
　
　
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
お
い
て
公
民
の
権
利
と
自
由
は
、
社
会
主
義
制
度
の
強
固
な
発
展
と
と
も
に
拡
大
さ
れ
る
。

第
六
五
条
　
公
民
は
、
国
家
社
会
生
活
の
す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
、
だ
れ
も
が
み
な
等
し
い
権
利
を
有
す
る
。

第
六
六
条
　
一
七
歳
以
上
の
す
べ
て
の
公
民
は
、
性
別
、
民
族
別
、
職
業
、
居
住
期
間
、
財
産
と
知
識
程
度
、
政
党
別
、
政
見
、
信
仰
に
関

　
　
　
係
な
く
選
挙
権
と
被
選
挙
権
を
有
す
る
。

　
　
　
　
軍
隊
に
服
務
す
る
公
民
も
選
挙
権
と
被
選
挙
権
を
有
す
る
。

　
　
　
　
裁
判
所
の
判
決
に
よ
り
選
挙
権
を
は
く
奪
さ
れ
た
者
、
精
神
病
者
は
選
挙
権
と
被
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
六
七
条
　
公
民
は
、
言
論
、
出
版
、
集
会
、
示
威
と
結
社
の
自
由
を
有
す
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
民
主
主
義
的
政
党
、
社
会
団
体
の
自
由
な
活
動
条
件
を
保
障
す
る
。

第
六
八
条
　
公
民
は
、
信
仰
の
自
由
を
有
す
る
。
こ
の
権
利
は
宗
教
建
築
物
を
建
て
た
り
、
宗
教
儀
式
等
を
許
容
す
る
こ
と
で
保
障
さ
れ
る
。

　
　
　
　
宗
教
を
外
国
勢
力
を
引
き
入
れ
た
り
、
国
家
社
会
秩
序
を
害
す
る
こ
と
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
六
九
条
公
民
は
、
申
訴
と
請
願
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
申
訴
と
請
願
を
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
公
正
に
審
議
処
理
す
る
よ
う
に
す
る
。

第
七
〇
条
公
民
は
、
労
働
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
．



409　朝鮮民主主義人民共和国憲法（宋）

　
　
　
　
労
働
能
力
の
あ
る
す
べ
て
の
公
民
は
、
希
望
と
才
能
に
し
た
が
っ
て
職
業
を
選
択
し
、
安
定
し
た
職
場
と
労
働
条
件
を
保
障
さ
れ

　
　
　
る
。

　
　
　
　
公
民
は
、
能
力
に
応
じ
て
働
き
、
労
働
の
量
と
質
に
し
た
が
い
分
配
を
受
け
る
。

第
七
一
条
　
公
民
は
、
休
息
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
権
利
は
、
労
働
時
間
制
、
公
休
日
制
、
有
給
休
暇
制
、
国
家
費
用
に
よ
る
定

　
　
　
期
休
養
制
、
継
続
し
て
増
大
す
る
各
種
の
文
化
施
設
等
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
。

第
七
二
条
　
公
民
は
、
無
償
で
治
療
を
受
け
る
権
利
を
有
し
、
老
齢
や
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
に
よ
り
労
働
能
力
を
失
っ
た
者
、
身
よ
り
の

　
　
　
な
い
老
人
と
子
ど
も
は
物
質
的
援
助
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
権
利
は
、
無
償
治
療
制
、
継
続
し
て
増
大
す
る
病
院
、
療
養

　
　
　
所
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
施
設
、
国
家
の
社
会
保
険
と
社
会
保
障
制
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
。

第
七
三
条
　
公
民
は
、
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
権
利
は
、
先
進
的
な
教
育
制
度
と
国
家
の
人
民
的
な
教
育
施
策
に
よ
っ
て
保

　
　
　
障
さ
れ
る
。

第
七
四
条
　
公
民
は
、
科
学
と
文
学
芸
術
活
動
の
自
由
を
有
す
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
発
明
家
と
創
意
考
案
者
に
配
慮
を
払
う
。

　
　
　
　
著
作
権
と
発
明
権
、
特
許
権
は
、
法
的
に
保
護
す
る
。

第
七
五
条
　
公
民
は
、
居
住
、
旅
行
の
自
由
を
有
す
る
。

第
七
六
条
　
革
命
闘
士
、
革
命
烈
士
家
族
、
愛
国
烈
士
家
族
、
人
民
軍
留
守
家
族
、
栄
誉
軍
人
は
、
国
家
と
社
会
の
特
別
な
保
護
を
受
け
る
。

第
七
七
条
　
女
子
は
、
男
子
と
同
一
の
社
会
的
地
位
と
権
利
を
有
す
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
産
前
産
後
休
暇
の
保
障
、
多
く
の
子
ど
も
を
も
つ
母
親
の
た
め
の
労
働
時
間
の
短
縮
、
産
院
、
託
児
所
と
幼
稚
園
網
の
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拡
張
、
そ
の
他
の
施
策
を
通
し
て
母
親
と
子
ど
も
を
特
別
に
保
護
す
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
女
性
が
社
会
に
進
出
す
る
あ
ら
ゆ
る
条
件
を
提
供
す
る
。

第
七
八
条
　
結
婚
と
家
庭
は
、
国
家
の
保
護
を
受
け
る
。

　
　
　
　
国
家
は
、
社
会
の
基
層
生
活
単
位
で
あ
る
家
庭
を
強
固
に
す
る
こ
と
に
深
い
関
心
を
払
う
。

第
七
九
条
　
公
民
は
、
人
身
と
住
宅
の
不
可
侵
、
信
書
の
秘
密
を
保
障
さ
れ
る
。

　
　
　
　
法
に
基
づ
く
こ
と
な
く
公
民
を
拘
束
し
た
り
、
逮
捕
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
家
宅
捜
索
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
八
O
条
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
、
平
和
と
民
主
主
義
、
民
族
的
独
立
と
社
会
主
義
の
た
め
に
、
科
学
、
文
化
活
動
の
自
由
の
た

　
　
　
め
に
た
た
か
っ
て
亡
命
し
て
き
た
外
国
人
を
保
護
す
る
。

第
八
一
条
　
公
民
は
、
人
民
の
政
治
思
想
的
統
一
と
団
結
を
し
っ
か
り
と
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
公
民
は
、
組
織
と
集
団
を
尊
び
、
社
会
と
人
民
の
た
め
に
身
を
捧
げ
て
働
く
気
風
を
高
く
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
二
条
　
公
民
は
、
国
家
の
法
と
社
会
主
義
的
生
活
規
範
を
守
り
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
公
民
と
な
っ
た
栄
誉
と
尊
厳
を
固
守

　
　
　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
三
条
　
労
働
は
、
公
民
の
神
聖
な
義
務
で
あ
り
、
栄
誉
で
あ
る
。

　
　
　
　
公
民
は
、
労
働
に
自
覚
的
に
誠
実
に
参
加
し
、
労
働
規
律
と
労
働
時
間
を
厳
格
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
四
条
　
公
民
は
、
国
家
財
産
と
社
会
協
同
団
体
財
産
を
愛
護
し
、
あ
ら
ゆ
る
貧
汚
浪
費
現
象
に
反
対
し
て
た
た
か
い
、
国
の
暮
ら
し
む

　
　
　
き
を
主
人
ら
し
く
細
や
か
に
管
理
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
国
家
と
社
会
協
同
団
体
の
財
産
は
、
神
聖
不
可
侵
で
あ
る
。



第
八
五
条
公
民
は
、
つ
ね
に
革
命
的
警
戒
心
を
高
め
、
国
家
の
安
全
の
た
め
に
身
を
捧
げ
て
た
た
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

第
八
六
条
　
祖
国
保
衛
は
、
公
民
の
最
大
の
義
務
で
あ
り
、
栄
誉
で
あ
る
。

　
　
　
　
公
民
は
、
祖
国
を
保
衛
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
い
軍
隊
に
服
務
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章
　
国
家
機
構
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第
一
節
　
最
高
人
民
会
議

第
八
七
条
　
最
高
人
民
会
議
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
最
山
。
同
主
権
機
関
で
あ
る
。

第
八
八
条
　
最
高
人
民
会
議
は
、
立
法
権
を
行
使
す
る
。

　
　
　
　
最
高
人
民
会
議
が
休
会
中
に
は
、
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
も
立
法
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
九
条
最
高
人
民
会
議
は
、
疲
的
、
平
等
的
、
直
接
的
選
挙
原
則
に
よ
り
秘
密
投
票
で
選
挙
さ
れ
た
代
議
員
で
構
成
す
る
．

第
九
〇
条
　
最
高
人
民
会
議
の
任
期
は
、
五
年
と
す
る
。

　
　
　
　
最
高
人
民
会
議
の
新
た
蓮
挙
は
、
最
高
人
民
会
議
の
任
期
が
終
了
す
る
前
に
、
最
ふ
、
同
人
民
会
議
常
任
委
員
会
の
決
定
に
し
た
が
っ

　
　
　
て
行
う
。

　
　
　
　
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
選
挙
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
選
挙
を
行
う
と
き
ま
で
そ
の
任
期
を
延
長
す
る
。

第
九
一
条
最
高
人
民
会
議
は
、
次
の
権
限
を
有
す
る
。
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一
、
憲
法
を
修
正
、
補
充
す
る
。

二
、
部
門
法
を
制
定
ま
た
は
修
正
、
補
充
す
る
。

三
、
最
山
口
同
人
民
会
議
の
休
会
中
に
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
が
採
択
し
た
重
要
部
門
法
を
承
認
す
る
。

四
、
国
家
の
対
内
外
政
策
の
基
本
原
則
を
た
て
る
。

五
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
国
防
委
員
会
委
員
長
を
選
挙
ま
た
は
召
還
す
る
。

六
、
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
委
員
長
を
選
挙
ま
た
は
召
還
す
る
。

七
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
国
防
委
員
会
委
員
長
の
提
議
に
よ
り
、
国
防
委
員
会
第
一
副
委
員
長
、
副
委
員
長
、

　
は
召
還
す
る
。

八
、
最
山
口
同
人
民
会
議
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、
名
誉
副
委
員
長
、
書
記
長
、
委
員
を
選
挙
ま
た
は
召
還
す
る
。

九
、
内
閣
総
理
を
選
挙
ま
た
は
召
還
す
る
。

十
、
内
閣
総
理
の
提
議
に
よ
り
、
内
閣
副
総
理
、
委
員
長
、
相
、
そ
の
他
の
内
閣
成
員
を
任
命
す
る
。

十
一
、
中
央
検
察
所
所
長
を
任
命
ま
た
は
解
任
す
る
。

十十十十十
六五四三二

中
央
裁
判
所
所
長
を
選
挙
ま
た
は
召
還
す
る
。

最
山
口
同
人
民
会
議
部
門
委
員
会
委
員
長
、
副
委
員
長
、
委
員
を
選
挙
ま
た
は
召
還
す
る
。

国
家
の
人
民
経
済
発
展
計
画
と
そ
の
実
行
状
況
に
関
す
る
報
告
を
審
議
し
、
承
認
す
る
。

国
家
予
算
と
そ
の
執
行
状
況
に
関
す
る
報
告
を
審
議
し
、
承
認
す
る
。

必
要
に
応
じ
て
内
閣
と
中
央
機
関
の
事
業
状
況
の
報
告
を
受
け
、
対
策
を
た
て
る
・

委
員
を
選
挙
ま
た
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十
七
、
最
高
人
民
会
議
に
提
起
さ
れ
る
条
約
の
批
准
、
廃
棄
を
決
定
す
る
。

第
九
二
条
　
最
高
人
民
会
議
は
、
定
期
会
議
と
臨
時
会
議
を
も
つ
。

　
　
　
　
定
期
会
議
は
、
一
年
に
一
～
二
回
、
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
が
招
集
す
る
。

　
　
　
　
臨
時
会
議
は
、
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
と
き
、
ま
た
は
全
代
議
員
の
三
分
の
一
以
上
の
要
請
が
あ
る
と
き

　
　
　
に
招
集
す
る
．

第
九
三
条
　
最
高
人
民
会
議
は
、
全
代
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
参
席
で
成
立
す
る
。

第
九
四
条
　
最
高
人
民
会
議
は
、
議
長
と
副
議
長
を
選
挙
す
る
。

　
　
　
　
議
長
は
、
会
議
を
司
会
す
る
。

第
九
五
条
　
最
高
人
民
会
議
で
討
議
す
る
議
案
は
、
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
、
内
閣
と
最
高
人
民
会
議
の
部
門
委
員
会
が
提
出
す
る
。

　
　
　
　
代
議
員
も
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
六
条
　
最
高
人
民
会
議
の
毎
期
第
一
回
会
議
は
、
代
議
員
資
格
審
査
委
員
会
を
選
挙
し
、
そ
の
委
員
会
が
提
出
し
た
報
告
に
基
づ
い
て
、

　
　
　
　
代
議
員
資
格
を
確
認
す
る
決
定
を
採
択
す
る
。

第
九
七
条
　
最
高
人
民
会
議
は
、
法
令
と
決
定
を
発
す
る
。

　
　
　
　
最
高
人
民
会
議
が
発
す
る
法
令
と
決
定
は
、
挙
手
可
決
の
方
法
で
、
そ
の
会
議
に
参
席
し
た
代
議
員
の
過
半
数
の
賛
成
で
採
択
さ

　
　
　
れ
る
。

　
　
　
　
憲
法
は
、
最
高
人
民
会
議
の
全
代
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
で
修
正
、
補
充
さ
れ
る
。

第
九
八
条
　
最
高
人
民
会
議
は
、
法
制
委
員
会
、
予
算
委
員
会
等
部
門
委
員
会
を
置
く
。
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最
高
人
民
会
議
の
部
門
委
員
会
は
、
委
員
長
、
副
委
員
長
、
委
員
で
構
成
す
る
。

　
　
　
　
最
高
人
民
会
議
の
部
門
委
員
会
は
、
最
高
人
民
会
議
の
事
業
を
助
け
、
国
家
の
政
策
案
と
法
案
を
作
成
ま
た
は
審
議
し
、
そ
の
執

　
　
　
行
の
た
め
の
対
策
を
た
て
る
。

　
　
　
　
最
高
人
民
会
議
の
部
門
委
員
会
は
、
最
高
人
民
会
議
の
休
会
中
は
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
の
指
導
の
下
に
活
動
す
る
。

第
九
九
条
　
最
高
人
民
会
議
の
代
議
員
は
、
不
可
侵
権
を
保
障
さ
れ
る
。

　
　
　
　
最
高
人
民
会
議
の
代
議
員
は
、
現
行
犯
の
場
合
を
除
い
て
は
、
最
高
人
民
会
議
、
そ
の
休
会
中
の
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
の

　
　
　
承
認
な
く
逮
捕
ま
た
は
刑
事
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
第
二
節
　
国
防
委
員
会

第
一
〇
〇
条
　
国
防
委
員
会
は
、
国
家
主
権
の
最
高
軍
事
指
導
機
関
で
あ
り
、
全
般
的
国
防
管
理
機
関
で
あ
る
。

第
［
○
一
条
国
防
委
員
会
は
、
委
員
長
、
第
一
副
委
員
長
、
副
委
員
長
、
委
員
で
構
成
す
る
。

　
　
　
　
国
防
委
員
会
の
任
期
は
、
最
高
人
民
会
議
の
任
期
と
同
じ
で
あ
る
。

第
一
〇
二
条
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
国
防
委
員
会
委
員
長
は
、
一
切
の
武
力
を
指
揮
統
率
し
、
国
防
活
動
全
般
を
指
導
す
る
。

第
一
〇
三
条
国
防
委
員
会
は
、
次
の
任
務
と
権
限
を
有
す
る
。

　
一
、
国
家
の
全
般
的
武
力
と
国
防
建
設
事
業
を
指
導
す
る
。

　
二
、
国
防
部
門
の
中
央
機
関
を
設
置
ま
た
は
廃
止
す
る
。

　
三
、
重
要
軍
事
幹
部
を
任
命
ま
た
は
解
任
す
る
。
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四
、
軍
事
称
号
を
制
定
し
、
将
領
以
上
の
軍
事
称
号
を
授
与
す
る
。

　
五
、
国
の
戦
時
状
態
と
動
員
令
を
宣
布
す
る
。

第
一
〇
四
条
国
防
委
員
会
は
、
決
定
と
命
令
を
発
す
る
。

第
一
〇
五
条
国
防
委
員
会
は
、
自
己
の
活
動
に
つ
い
て
、
最
高
人
民
会
議
に
対
し
責
任
を
負
う
。

　
第
三
節
、
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会

第
一
〇
六
条
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
は
、
最
高
人
民
会
議
休
会
中
の
最
高
主
権
機
関
で
あ
る
。

第
一
〇
七
条
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
は
、
委
員
長
、
副
委
員
長
、
書
記
長
、
委
員
で
構
成
す
る
。

第
一
〇
八
条
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
は
、
若
干
名
の
名
誉
副
委
員
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
名
誉
副
委
員
長
は
、
最
高
人
民
会
議
代
議
員
の
中
か
ら
、
長
い
間
、
国
家
建
設
事
業
に
参
加
し
、
著

　
　
　
し
く
寄
与
し
た
者
が
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
〇
九
条
　
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
の
任
期
は
、
最
高
人
民
会
議
の
任
期
と
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
　
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
は
、
最
高
人
民
会
議
の
任
期
が
修
了
し
た
後
も
、
新
常
任
委
員
会
が
選
挙
さ
れ
る
ま
で
自
己
の
任
務

　
　
　
を
引
き
続
き
遂
行
す
る
。

第
一
一
〇
条
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
は
、
次
の
任
務
と
権
限
を
有
す
る
。

　
一
、
最
高
人
民
会
議
を
招
集
す
る
。

　
二
、
最
高
人
民
会
議
の
休
会
中
に
提
起
さ
れ
た
新
た
な
部
門
法
案
と
規
定
案
、
現
行
部
門
法
と
規
定
の
修
正
、
補
充
案
を
審
議
採
択
し
、
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採
択
実
施
す
る
重
要
部
門
法
を
次
回
の
最
高
人
民
会
議
の
承
認
を
受
け
る
。

三
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
最
高
人
民
会
議
の
休
会
期
間
に
提
起
さ
れ
る
国
家
の
人
民
経
済
発
展
計
画
、
国
家
予
算
と
そ
の
調
節
案

　
を
審
議
し
、
承
認
す
る
。

四
、
憲
法
と
現
行
部
門
法
、
規
定
を
解
釈
す
る
。

五
、
国
家
機
関
の
法
の
遵
守
執
行
を
監
督
し
、
対
策
を
た
て
る
。

六
、
憲
法
、
最
高
人
民
会
議
の
法
令
、
決
定
、
国
防
委
員
会
の
決
定
、
命
令
、
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
の
政
令
、
決
定
、
指
示
に
反

　
す
る
国
家
機
関
の
決
定
、
指
示
を
廃
止
し
、
地
方
人
民
会
議
の
誤
っ
た
決
定
、
執
行
を
停
止
さ
せ
る
。

七
、
最
高
人
民
会
議
の
代
議
員
選
挙
の
た
め
の
活
動
を
行
い
、
地
方
人
民
会
議
代
議
員
選
挙
事
業
を
組
織
す
る
。

八
、
最
高
人
民
会
議
代
議
員
と
の
事
業
を
行
う
。

、
九
、
最
高
人
民
会
議
部
門
委
員
会
と
の
事
業
を
行
う
。

十
、
内
閣
の
委
員
会
、
省
を
設
置
ま
た
は
廃
止
す
る
。

十十十十十十
六五四三二一、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、

最
高
人
民
会
議
の
休
会
中
に
内
閣
総
理
の
提
議
に
よ
り
副
総
理
、
委
員
長
、
相
、
そ
の
他
の
内
閣
成
員
を
任
命
ま
た
は
解
任
す
る
。

最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
部
門
委
員
会
成
員
を
任
命
ま
た
は
解
任
す
る
。

中
央
裁
判
所
判
事
、
人
民
参
審
員
を
選
挙
ま
た
は
召
還
す
る
。

外
国
と
締
結
し
た
条
約
を
批
准
ま
た
は
廃
棄
す
る
。

外
国
に
駐
在
す
る
外
交
代
表
の
任
命
ま
た
は
召
還
を
決
定
し
、
発
表
す
る
。

勲
章
と
メ
ダ
ル
、
名
誉
称
号
、
外
交
職
級
を
制
定
し
、
勲
章
と
メ
ダ
ル
、
名
誉
称
号
を
授
与
す
る
。
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十
七
、
大
赦
権
と
特
赦
権
を
行
使
す
る
。

　
十
八
、
行
政
単
位
と
行
政
区
域
を
設
置
ま
た
は
変
更
す
る
。

第
一
一
一
条
　
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
委
員
長
は
、
常
任
委
員
会
の
事
業
を
組
織
指
導
す
る
。

　
　
　
　
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
委
員
長
は
、
国
家
を
代
表
し
、
外
国
使
臣
の
信
任
状
、
召
還
状
を
接
受
す
る
。

第
ニ
ニ
条
　
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
は
、
全
員
会
議
と
常
務
会
議
を
も
つ
。

　
　
　
　
全
員
会
議
は
委
員
全
員
で
構
成
し
、
常
務
会
議
は
委
員
長
、
副
委
員
長
、
書
記
長
で
構
成
す
る
。

第
二
三
条
　
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
全
員
会
議
は
、
常
任
委
員
会
の
任
務
と
権
限
を
実
現
す
る
過
程
で
生
ず
る
重
要
な
問
題
を
討
議

　
　
　
決
定
す
る
。

　
　
　
　
常
務
会
議
は
、
全
員
会
議
が
委
任
し
た
問
題
を
討
議
決
定
す
る
。

第
一
一
四
条
　
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
は
、
政
令
と
決
定
き
指
示
を
発
す
る
。

第
一
一
五
条
　
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
は
、
自
己
の
事
業
を
助
け
る
部
門
委
員
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
一
六
条
　
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
は
、
自
己
の
事
業
に
つ
い
て
最
山
口
向
人
民
会
議
に
対
し
て
責
任
を
負
う
。

　
第
四
節
　
内
閣

第
二
七
条
　
内
閣
は
、
最
高
主
権
の
行
政
的
執
行
機
関
で
あ
り
、
全
般
的
国
家
管
理
機
関
で
あ
る
。

第
一
一
八
条
　
内
閣
は
、
総
理
、
副
総
理
、
委
員
長
、
相
と
そ
の
他
必
要
な
成
員
で
構
成
す
る
。

　
　
　
　
内
閣
の
任
期
は
、
最
高
人
民
会
議
の
任
期
と
同
じ
で
あ
る
。
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　　　　　　　第
七六五四三二一一、　　 、　　 、　　 、　　、　　 、　　 、

第

一十十十九八一　　 一　　　　　　　、　　　、　　　、

（　　　 、　　　、　　窟一r　　＿　　ゲr，

第
一

一
九
条
　
内
閣
は
、
次
の
任
務
と
権
限
を
有
す
る
。

　
国
家
の
政
策
を
執
行
す
る
た
め
の
対
策
を
た
て
る
。

　
憲
法
と
部
門
法
に
基
づ
き
、
国
家
管
理
と
関
連
す
る
規
定
を
制
定
ま
た
は
、
修
正
、
補
充
す
る
。

　
内
閣
の
委
員
会
、
省
、
内
閣
直
属
機
関
、
地
方
人
民
委
員
会
の
事
業
を
指
導
す
る
。

　
内
閣
直
属
機
関
、
重
要
行
政
経
済
機
関
、
企
業
所
を
設
置
ま
た
は
廃
止
し
、
国
家
管
理
機
構
を
改
善
す
る
た
め
の
対
策
を
た
て
る
。

　
国
家
の
人
民
経
済
発
展
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
実
行
対
策
を
た
て
る
。

　
国
家
予
算
を
編
成
し
、
そ
の
執
行
対
策
を
た
て
る
。

　
工
業
、
農
業
、
建
誰
運
輸
、
逓
信
、
商
業
、
貿
易
、
国
土
管
理
、
都
市
経
営
、
教
育
、
科
学
、
文
化
、
保
健
、
体
育
、
労
働
行
政
、

環
境
保
護
、
観
光
、
そ
の
他
の
諸
部
門
の
事
業
を
組
織
、
執
行
す
る
。

　
貨
幣
と
銀
行
制
度
を
強
固
に
す
る
た
め
の
対
策
を
た
て
る
。

　
国
家
管
理
秩
序
を
確
立
す
る
た
め
の
検
閲
、
統
制
事
業
を
行
う
。

　
社
会
秩
序
の
維
持
、
国
家
お
よ
び
社
会
協
同
団
体
の
所
有
と
利
益
の
保
護
、
公
民
の
権
利
保
障
の
た
め
の
対
策
を
た
て
る
。

　
、
外
国
と
条
約
を
結
び
、
対
外
活
動
を
行
う
。

　
　
内
閣
の
決
定
、
指
示
に
反
す
る
行
政
経
済
機
関
の
決
定
、
指
示
を
廃
止
す
る
。

二
〇
条
　
内
閣
総
理
は
、
内
閣
事
業
を
組
織
指
導
す
る
。

　
　
内
閣
総
理
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
政
府
を
代
表
す
る
。

一
二
条
　
内
閣
は
、
全
員
会
議
と
常
務
会
議
を
も
つ
。
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内
閣
全
員
会
議
は
内
閣
成
員
全
員
で
構
成
し
、
常
務
会
議
は
総
理
、
副
総
理
と
そ
の
他
総
理
が
任
命
す
る
内
閣
成
員
で
構
成
す
る
。

第
一
ニ
ニ
条
内
閣
全
員
会
議
は
、
行
政
経
済
事
業
で
提
起
さ
れ
る
新
た
な
重
要
な
問
題
を
討
議
決
定
す
る
。

　
　
　
　
常
務
会
議
は
、
内
閣
全
員
会
議
が
委
任
し
た
問
題
を
討
議
決
定
す
る
。

第　第第第第第第第

〇　九八七六五四三
条委条条条条条条条
　員
内会内内内新内内内ロヒ曾　　　、　　ロロ　　ロロ　　”ロ書　　一L　　　R目　　R口　　日日

内
閣
は
、
決
定
と
指
示
を
発
す
る
。

内
閣
は
、
自
己
の
事
業
を
助
け
る
非
常
設
部
門
委
員
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

新
た
に
選
挙
さ
れ
た
内
閣
総
理
は
、
内
閣
成
員
を
代
表
し
て
最
高
人
民
会
議
で
宣
誓
す
る
。

内
閣
の
委
員
会
、
省
は
、
内
閣
の
部
門
別
執
行
機
関
で
あ
り
、
中
央
の
部
門
別
管
理
機
関
で
あ
る
。

内
閣
の
委
員
会
、
省
は
、
内
閣
の
指
導
の
下
に
、
当
該
部
門
の
事
業
を
統
一
的
に
掌
握
し
、
指
導
管
理
す
る
。

内
閣
の
委
員
会
、
省
は
、
委
員
会
会
議
と
幹
部
会
議
を
運
営
す
る
。

　
　
省
、
委
員
会
会
議
と
幹
部
会
議
で
は
、
内
閣
決
定
、
指
示
の
執
行
対
策
と
そ
の
他
重
要
な
問
題
を
討
議
決
定
す
る
。

内
閣
の
委
員
会
、
省
は
、
指
示
を
発
す
る
。

内
閣
は
、
自
己
の
事
業
に
つ
い
て
、
最
高
人
民
会
議
と
そ
の
休
会
中
に
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
に
対
し
責
任
を
負
う
。

　
第
五
節
　
地
方
人
民
会
議

第
＝
一
二
条
道
（
直
轄
市
）
、
市

第
＝
二
二
条
　
地
方
人
民
会
議
は
、

第
＝
…
二
条
道
（
直
轄
市
）
、
市

（
区
域
）
、

一
般
的
、

（
区
域
）
、

郡
人
民
会
議
は
、
地
方
主
権
機
関
で
あ
る
。

平
等
的
、
直
接
的
選
挙
原
則
に
よ
り
秘
密
投
票
で
選
挙
さ
れ
た
代
議
員
で
構
成
す
る
。

郡
人
民
会
議
の
任
期
は
、
四
年
と
す
る
。
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地
方
人
民
会
議
の
新
た
な
選
挙
は
、
地
方
人
民
会
議
の
任
期
が
終
了
す
る
前
に
、
当
該
地
方
人
民
委
員
会
の
決
定
に
し
た
が
っ
て

　
　
　
行
う
。

　
　
　
　
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
選
挙
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
選
挙
を
行
う
と
き
ま
で
そ
の
任
期
を
延
長
す
る
。

第
＝
二
四
条
地
方
人
民
会
議
は
、
次
の
任
務
と
権
限
を
有
す
る
。

六五四三二一、　　、　　、　　、　　、　　、

第
＝
二
五
条

第
＝
二
六
条

第
＝
一
モ
条

第
一
三
八
条

地
方
の
人
民
経
済
発
展
計
画
と
そ
の
実
行
状
況
に
対
す
る
報
告
を
審
議
し
、
承
認
す
る
。

地
方
予
算
と
そ
の
執
行
に
対
す
る
報
告
を
審
議
し
、
承
認
す
る
。

当
該
地
域
で
国
家
の
法
を
執
行
す
る
た
め
の
対
策
を
た
て
る
。

当
該
人
民
委
員
会
委
員
長
、
副
委
員
長
、
事
務
長
、
委
員
を
選
挙
ま
た
は
召
還
す
る
。

当
該
裁
判
所
の
判
事
、
人
民
参
審
員
を
選
挙
ま
た
は
召
還
す
る
。

当
該
人
民
委
員
会
と
下
級
人
民
会
議
、
人
民
委
員
会
の
誤
っ
た
決
定
、
指
示
を
廃
止
す
る
。

　
　
　
地
方
人
民
会
議
は
、
定
期
会
議
と
臨
時
会
議
を
も
つ
。

　
定
期
会
議
は
、
一
年
に
一
～
二
回
、
当
該
人
民
委
員
会
が
招
集
す
る
。

　
臨
時
会
議
は
、
当
該
人
民
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
と
き
、
ま
た
は
全
代
議
員
の
三
分
の
一
以
上
の
要
請
が
あ
る
と
き
招
集
す
る
。

　
　
　
地
方
人
民
会
議
は
、
全
代
議
員
三
分
の
二
以
上
の
参
席
で
成
立
す
る
。

　
　
　
地
方
人
民
会
議
は
、
議
長
を
選
挙
す
る
。

議
長
は
、
会
議
を
司
会
す
る
。

　
　
　
地
方
人
民
会
議
は
〕
決
定
を
発
す
る
。
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第
六
節
　
地
方
人
民
委
員
会

第
＝
一
一
九
条
道
（
直
轄
市
）
、
市
（
区
域
）
、
郡
人
民
委
員
会
は
、
当
該
人
民
会
議
の
休
会
中
の
地
方
主
権
機
関
で
あ
り

　
　
　
の
行
政
的
執
行
機
関
で
あ
る
。

第
一
四
〇
条
　
地
方
人
民
委
員
会
は
、
委
員
長
、
副
委
員
長
、
事
務
長
、
委
員
で
構
成
す
る
。

　
　
　
　
地
方
人
民
委
員
会
の
任
期
は
、
当
該
人
民
会
議
の
任
期
と
同
じ
で
あ
る
。

第
一
四
一
条
　
地
方
人
民
委
員
会
は
、
次
の
任
務
と
権
限
を
有
す
る
。

十十九八七六五四三二一　、　　　 、　　　 、　　　、　　　 、　　　、　　　、　　　 、　　　、　　　
、

、
当
該
地
方
主
権

人
民
会
議
を
招
集
す
る
。

人
民
会
議
代
議
員
選
挙
の
た
め
の
活
動
を
行
う
。

人
民
会
議
代
議
員
と
の
活
動
を
行
う
。

当
該
人
民
会
議
と
上
級
人
民
会
議
、
人
民
委
員
会
、
内
閣
と
内
閣
の
委
員
会
、
省
の
法
令
、
政
令
、
決
定
、
指
示
を
執
行
す
る
。

当
該
地
方
の
す
べ
て
の
行
政
事
業
を
組
織
執
行
す
る
。

地
方
の
人
民
経
済
発
展
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
実
行
対
策
を
た
て
る
。

地
方
予
算
を
編
成
し
、
そ
の
執
行
対
策
を
た
て
る
。

当
該
地
方
の
社
会
秩
序
維
持
、
国
家
お
よ
び
社
会
協
同
団
体
の
所
有
と
利
益
の
保
護
、
公
民
の
権
利
保
障
の
た
め
の
対
策
を
た
て
る
。

当
該
地
方
で
国
家
管
理
秩
序
を
確
立
す
る
た
め
の
検
閲
、
統
制
事
業
を
行
う
。

下
級
人
民
委
員
会
の
活
動
を
指
導
す
る
。

、
下
級
人
民
委
員
会
の
誤
っ
た
決
定
、
指
示
を
廃
止
し
、
下
級
人
民
会
議
の
誤
っ
た
決
定
の
執
行
を
停
止
さ
せ
る
。
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第
一
四
二
条
地
方
人
民
委
員
会
は
、
全
員
会
議
と
常
務
会
議
を
も
つ

　
　
　
　
地
方
人
民
委
員
会
の
全
員
会
議
は
委
員
全
員
で
構
成
し
、
常
務
会
議
は
委
員
長
、
副
委
員
長
、
事
務
長
で
構
成
す
る
。

第
一
四
三
条
地
方
人
民
委
員
会
の
全
員
会
議
は
、
自
己
の
任
務
と
権
限
を
実
現
す
る
過
程
で
生
ず
る
重
要
な
問
題
を
討
議
決
定
す
る
。

　
　
　
　
常
務
会
議
は
、
全
員
会
議
が
委
任
し
た
問
題
を
討
議
決
定
す
る
。

第
一
四
四
条
地
方
人
民
委
員
会
は
、
決
定
と
指
示
を
発
す
る
。

第
一
四
五
条
地
方
人
民
委
員
会
は
、
自
己
の
事
業
を
助
け
る
非
常
設
部
門
委
員
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
｝
四
六
条
地
方
人
民
委
員
会
は
、
自
己
の
事
業
に
つ
い
て
、
当
該
人
民
会
議
に
対
し
て
責
任
を
負
う
。

　
　
　
　
地
方
人
民
委
員
会
は
、
上
級
人
民
委
員
会
と
内
閣
に
服
従
す
る
。

　
第
七
節
　
検
察
所
と
裁
判
所

第
一
四
七
条
検
察
活
動
は
、
中
央
検
察
所
、
道
（
直
轄
市
）
、
市
（
区
域
）
、
郡
検
察
所
と
特
別
検
察
所
が
行
う
。

第
一
四
八
条
中
央
検
察
所
所
長
の
任
期
は
、
最
高
人
民
会
議
の
任
期
と
同
じ
で
あ
る
。

第
一
四
九
条
検
事
は
、
中
央
検
察
所
が
任
命
ま
た
は
解
任
す
る
。

第
『
五
〇
条
検
察
所
は
次
の
任
務
を
遂
行
す
る
。

　
一
、
機
関
、
企
業
所
、
団
体
と
公
民
が
国
家
の
法
を
正
確
に
守
る
か
ど
う
か
を
監
視
す
る
。

　
二
、
国
家
機
関
の
決
定
、
指
示
が
、
憲
法
、
最
高
人
民
会
議
の
法
令
、
決
定
、
国
防
委
員
会
の
決
定
、
命
令
、
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員

　
　
会
の
政
令
、
決
定
、
指
示
、
内
閣
の
決
定
、
指
示
に
反
し
な
い
か
ど
う
か
を
監
視
す
る
。
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三
、
犯
罪
者
を
は
じ
め
法
違
反
者
を
摘
発
し
、
法
的
責
任
追
及
を
通
じ
て
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
主
権
と
社
会
主
義
制
度
、
国

　
　
家
と
社
会
協
同
団
体
の
財
産
、
人
民
の
憲
法
的
権
利
と
生
命
財
産
を
保
護
す
る
。

第
一
五
一
条
　
検
察
活
動
は
、
中
央
検
察
所
が
統
一
的
に
指
導
し
、
す
べ
て
の
検
察
所
は
上
級
検
察
所
と
中
央
検
察
所
に
服
従
す
る
。

第
一
五
二
条
　
中
央
検
察
所
は
、
自
己
の
活
動
に
つ
い
て
、
最
高
人
民
会
議
と
そ
の
休
会
中
に
最
山
口
同
人
民
会
議
常
任
委
員
会
に
対
し
て
責
任

　
　
　
を
負
う
。

第
一
五
三
条
　
裁
判
は
、
中
央
裁
判
所
、
道
（
直
轄
市
）
裁
判
所
、
人
民
裁
判
所
と
特
別
裁
判
所
が
行
う
．

　
　
　
　
判
決
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
名
で
宣
告
す
る
。

第
一
五
四
条
　
中
央
裁
判
所
所
長
の
任
期
は
、
最
高
人
民
会
議
の
任
期
と
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
　
中
央
裁
判
所
、
道
（
直
轄
市
）
裁
判
所
、
人
民
裁
判
所
の
判
事
、
人
民
参
審
員
の
任
期
は
、
当
該
人
民
会
議
の
任
期
と
同
じ
で
あ

　
　
　
る
。

第
一
五
五
条
　
特
別
裁
判
所
の
所
長
と
判
事
は
、
中
央
裁
判
所
が
任
命
ま
た
は
解
任
す
る
。

　
　
　
　
特
別
裁
判
所
の
人
民
参
審
員
は
、
当
該
軍
務
者
会
議
ま
た
は
従
業
員
会
議
で
選
挙
す
る
。

第
一
五
六
条
　
裁
判
所
は
、
次
の
任
務
を
遂
行
す
る
。

　
一
、
裁
判
活
動
を
通
じ
て
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
主
権
と
社
会
主
義
制
度
、
国
家
と
社
会
協
同
団
体
の
財
産
、
人
民
の
憲
法
的

　
　
権
利
と
生
命
財
産
を
保
護
す
る
。

　
二
、
す
べ
て
の
機
関
、
企
業
所
、
団
体
と
公
民
が
国
家
の
法
を
正
確
に
守
り
、
階
級
の
敵
と
あ
ら
ゆ
る
法
違
反
者
に
反
対
し
て
積
極
的
に

　
　
た
た
か
う
よ
う
に
す
る
。
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三
、
財
産
に
対
す
る
判
決
、
判
定
を
執
行
し
、
公
証
事
業
を
行
う
。

第
一
五
七
条
裁
判
は
、
判
事
一
名
と
人
民
参
審
員
二
名
で
構
成
さ
れ
た
裁
判
所
が
行
う
。
特
別
な
場
合
に
は
、
判
事
三
名
で
構
成
し
て
行

　
　
　
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
『
五
八
条
裁
判
は
公
開
し
、
被
告
人
の
弁
護
権
を
保
障
す
る
。

　
　
　
　
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
裁
判
を
公
開
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
五
九
条
裁
判
は
、
朝
鮮
語
で
行
う
。

　
　
　
　
外
国
人
は
、
裁
判
に
お
い
て
、
自
国
語
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
『
六
〇
条
裁
判
所
は
、
裁
判
に
お
い
て
、
独
自
的
で
あ
り
、
裁
判
活
動
を
法
に
基
づ
い
て
遂
行
す
る
。

第
一
六
一
条
中
央
裁
判
所
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
最
高
裁
判
機
関
で
あ
る
。

　
　
　
　
中
央
裁
判
所
は
、
す
べ
て
の
裁
判
所
の
裁
判
活
動
を
監
督
す
る
。

第
一
、
六
二
条
中
央
裁
判
所
は
、
自
己
の
活
動
に
つ
い
て
、
最
高
人
民
会
議
と
そ
の
休
会
中
に
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
に
対
し
て
責
任

　
　
　
を
負
う
。

第
七
章
　
国
章
、
国
旗
、
国
歌
、
首
都

第
一
六
三
条
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
国
章
は
、
『
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
』
と
し
る
し
た
赤
い
帯
で
編
み
あ
げ
稲
穂
の
楕
円



　
　
　
形
の
中
に
雄
壮
な
水
力
発
電
所
、
そ
の
上
に
革
命
の
聖
山
白
頭
山
と
燦
然
と
輝
く
赤
い
五
角
形
の
星
が
あ
る
。

第
一
六
四
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
国
旗
は
、
旗
の
中
央
に
幅
の
広
い
赤
地
が
あ
り
、
そ
の
上
下
に
細
い
白
地
、

　
　
　
地
が
あ
り
、
赤
地
の
旗
竿
寄
り
の
白
い
円
の
中
に
赤
い
五
角
形
の
星
が
み
る
。

　
　
　
　
旗
の
縦
横
の
比
は
、
一
対
二
で
あ
る
。

第
｝
六
五
条
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
国
歌
は
『
愛
国
歌
』
で
あ
る
。

第
一
六
六
条
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
首
都
は
、
平
壌
で
あ
る
。

そ
の
つ
ぎ
に
青

［
出
典
］
朝
鮮
中
央
年
鑑
　
チ
ュ
チ
ェ
八
八
（
一
九
九
九
）
累
計
五
二
号
、
朝
鮮
中
央
通
信
社

（
本
学
法
学
部
兼
任
講
師
）
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